「なあ呂兎」

「なんだYeenよ、唐突に」

Yeenがテーブルに座って頬杖をつきながら同じく向かいのテーブルに座って団子を頬張る呂兎に話しかける。

「急に団子屋に連れてけとか、どういう風の吹き回しなんだ」

Yeenが項垂れた顔をしながら言う。

「言葉通りだ、もぐもぐ、団子を食いたくなったから来たのだもぐもぐ」

これまた団子を頬張りながら言う呂兎。

「しゃべるのか食べるのかどっちかにしてくれ…」

「ん、すまん、ﾓｸﾞﾓｸﾞｺﾞｸﾝｯ」

Yeenに促されて団子を飲み込んだ呂兎。

「てか、団子食べるなら一人で行けるだろ…」

「何を言う、一人だと食費がかかってしまうだろうが」

「おい、それって俺に払わせる気かよ！？」

「そうだが？」

驚愕するYeenに悪気なく言う呂兎。

「めちゃくちゃだ…まあいいけどさ…」

「分かればいいのだ♪」

諦めたように言うYeenと笑顔を見せる呂兎。

「しっかし、そうして団子食ってるとホントに普通の女の子だなお前」

「ふん、別に普通の女で何が悪いのだ」

「いや、別に悪くはないけどさ…」

「…そういやさ呂兎」

「？なんだ」

ここで、Yeenにふとある疑問が浮かび上がった。

「お前、男に生まれたかったって思う事はないのか？」

「ん、男に生まれたかったかだと？」

これがYeenの疑問だった

「おう、もし男で生まれてたら、その、筋肉とかもっとついたんじゃねえかなって思わないのかなって」

「ふん、そういうお前は男のくせに随分細腕のようだが？」

呂兎がこう返して見せる。

「これは体質だっそれに、言うなら筋肉が細く引き締まってると言って欲しいもんだ」

Yeenが言い返す。

「ふん、どうだかな」

呂兎がこの言った後、Yeenは、はぁっと一つ溜息をつきながら言葉をつづけた

「…もしさ、男で生まれてたら、女にある煩わしさとか関係なくなるから、もっと良かったんじゃないかなってさ」

Yeenは呂兎の境遇を想像し、こう言葉を漏らした。

それを聞いた呂兎。そして、こう続けた。

「…別に、女であることで不便な思いをした事はあまりないな」

「そうか…？」

「…まあ、強いて言えば下らん男共の下賤な視線が不愉快なくらいか…」

「あー…まあ、普段の印象からして意識してなかったけど、呂兎ってめっちゃ美人だからな…確かにそういうのはあるかもな…」

Yeenが呂兎に対して同情する。

「ふん、別にどのように思おうがかまわんが、そのような男共に限って雑魚ばかりだからな、我を楽しませる事すらできん、つまらんものだ」

落胆するように呂兎は言った。

「そう言ったってなあ…呂兎が強すぎるんだよな…俺ですらお前には真っ向勝負じゃ勝てねえし…」

「ふん、お前はそこらの雑魚とは違う、誇るが良い」

「へいへい…」

「…」

このやり取りの後、呂兎はある思いを吐露し始める。

「…我はな、他の玉兎共とは明らかに違う性質を持ってこの世に生まれた」

「我を最強たらしめる究極の武才を持ってな」

「それに男も女も関係なかった、我が女である事を意識する暇なぞなかったな」

そう、呂兎は他の玉兎を圧倒するほどの武才をもって生まれた。

そして成長するにつれその武才は瞬く間に開花、そして、玉兎達がよく扱うような銃剣ではなく、どこからかで手に入れた槍の発展形武器の方天画戟を操り、戦乱の世にあった当時に幾多もの玉兎、または戦闘のエキスパートであるはずの月人集団でさえ次々と血祭りにあげたのだった。
その当時において、戦いに明け暮れる呂兎に、女である事を意識する暇はなかったであろう事は想像に難くなかった。

「…そうか」

Yeenも察するかのように言った。

「…だがな、Yeen」

ここで、呂兎が不意に語った。

「お前という男に出会い、共に過ごすうちに、我が初めて自身が女である事を意識する機会が生まれた」

「呂兎…」

呂兎が続ける。

「我が窮地に陥った際も、お前が助けに来てくれた事もあっただろう？」

「あったなあ…」

「その時に、今までに感じた事もない感情が心に渦巻くのを感じたな…」

「呂兎…それって…」

少し驚くYeenを尻目に呂兎は続ける。

「…それに、共に同じベッドで寝た時もそうだ、その時にも、あの時のような、不思議な感情が我の中で生まれたな」

「…ふん、これが、もしやすれば我が意識する事すらなかった『女の感情』と言うものかもしれんな…」

呂兎はYeenと出会った当時を思い出し、しみじみとした顔をしながら話をしたのだった。

「…つまりはどういうことだ？」

Yeenが鈍い反応をする。

はぁ…と呂兎が溜息をつきながらこう言った。

「…つまりは、もし我が男として生まれたのであれば」

「不思議な、しかし、どこか暖かいような感情を持つ事はなかったかもしれん」

「呂兎…それはつまり…」

「…お前の杞憂だ、我は女に生まれた事を微塵も後悔はしていない」

ﾆｺｯ

呂兎は少しはにかむような笑顔をYeenに見せてやったのだった。

「…ははっそりゃ良かった」

Yeenも今までに見なかったような穏やかな笑顔の呂兎を見て、少し照れるようにして言ったのだった。

「…ふん！我はこんな話をする為にこの団子屋に来たのではない！おい！！もっと団子をよこせ！！」

ﾊｯっと我に返った呂兎はYeenに団子を更に要求する。

「へいへい…こりゃ財布が軽くなるな…ﾄﾎﾎ…」

「…Yeen」

「ん、なんだ？呂兎」

そして呂兎はいつものようにこう言って見せた。

「…この後、また1戦付き合え！やはり、戦わねば気が済まん！！」

「やっぱりそれかあ…はいはい、分かりましたよっと！！」

…こうして、Yeenと呂兎の穏やかな、しかし、どこか刺激のある日常は続いていくのだった…
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